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VOICE

豊
橋
飲
食
業
協
同
組
合
　
理
事
長
　
馬
飼
野
　
直
樹

組
合
・
業
界
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

戦
後
ま
も
な
く
の
豊
橋
市
は
織
物
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
商

業
関
係
者
ら
が
集
う
活
気
あ
る
街
と
し
て
、
飲
食
業
界
も
大

い
に
栄
え
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
、
繁
華
街
で
あ
っ
た
松
葉

通
や
札
木
通
を
中
心
に
飲
食
店
が
立
ち
並
ぶ
な
か
、
経
営
者

た
ち
が
協
力
し
て
業
界
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
24
年
に
当
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
豊
橋
市
は
、
戦
前
は
軍
の
施
設
を
擁
す
る
街
と
し
て

の
歴
史
を
持
ち
、
古
く
か
ら
飲
食
文
化
が
根
付
い
て
き
た
街

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
を
背
景
に
、
今
な
お
創
業
100
年

を
超
え
る
老
舗
店
舗
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

組
合
で
は
、
教
育
情
報
事
業
と
し
て
毎
年
食
品
衛
生
講
習

会
を
開
催
し
、
食
中
毒
な
ど
の
食
品
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
法
令
遵
守
の
徹
底
や
従
業
員
へ
の
衛
生
教
育
を
行
い
、

営
業
許
可
証
の
ス
ム
ー
ズ
な
更
新
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
食
店
経
営
者
へ
向
け
た
講
習
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用

の
講
習
会
も
実
施
し
組
合
員
の
知
識
向
上
を
図
り
、
業
界
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

共
済
・
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
万
が
一
の
食
中
毒
発
生

時
に
備
え
た
損
害
賠
償
保
険
や
各
種
共
済
を
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
団
体
加
入
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
割

安
な
保
険
料
で
加
入
で
き
る
体
制
を
整
え
、
組
合
員
の
経
営

リ
ス
ク
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

組
合
事
業
以
外
で
は
関
連
団
体
の
「
愛
知
県
飲
食
生
活
衛

生
同
業
組
合
」
と
連
携
を
図
り
、
毎
年
、
同
組
合
が
開
催
す

る
教
育
研
修
旅
行
へ
参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
昨
年
度
は
「
東
三
河
外
食
産
業
展
示
会
」
へ

出
展
し
、
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
Ｐ
Ｒ
の
実
施
を
し
た
ほ

か
、
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
豊
橋
中
央
高
校
へ
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
を
寄
付
す
る
な
ど
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
含
め

た
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
今
後
の
組
合
の
展

望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
組
合
で
は
、
組
織
の
若
返
り
を
目
指
し
て
日
々
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
既
存
の
組
合
員
だ
け
で
は
新
た
な
発
想
や

持
続
可
能
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
に
く
い
た
め
、
若
い
経
営

者
を
迎
え
入
れ
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
こ
と
が
不
可
欠
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
若
い
世
代
は
合
理

主
義
的
な
考
え
方
を
持
つ
方
が
多
く
、
明
確
な
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
中
々
加
入
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
当
組
合
で
は
、
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
も
ら
う
た

め
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
手
数
料
の
削
減
」「
日
本
政

策
金
融
公
庫
と
の
提
携
に
よ
る
融
資
審
査
の
条
件
緩
和
」「
組

合
を
通
じ
た
協
会
け
ん
ぽ
へ
の
加
入
に
よ
る

社
会
保
険
料
の
負
担
軽
減
」
な
ど
、
様
々
な

実
利
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
は
、
新
た
な
事
業
と
し
て
、

生
産
農
家
か
ら
規
格
外
の
農
産
物
を
直
接
安

く
仕
入
れ
、
組
合
員
へ
格
安
で
販
売
す
る
仕

組
み
づ
く
り
も
検
討
中
で
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
が

特
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
飲
食
業
界
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
若
い
世

代
は
非
常
に
貴
重
な
存
在
で
す
。
彼
ら
を
組

合
へ
迎
え
入
れ
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
不
得

手
な
年
配
世
代
へ
の
情
報
共
有
や
研
修
が
可

能
と
な
り
、
業
界
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
近
年
の
能
登
半
島
地
震
や
岩
手

県
沖
の
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
備
え
、

全
国
の
飲
食
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
業
者
と
連
携
し
て
被
災
地
へ
食
品
寄
付

な
ど
が
行
え
る
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
組
合
と
し
て
何
が

で
き
る
か
を
常
に
模
索
し
、
危
機
感
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

休
日
は
孫
の
面
倒
を
み
た
り
、
た
ま
に
ゴ

ル
フ
に
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

矢
沢
永
吉
氏
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
毎
年
ツ

ア
ー
に
応
募
を
し
、
当
選
し
た
年
は
ラ
イ
ブ

へ
行
き
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

馬
飼
野
直
樹  

理
事
長
に

　
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：豊橋飲食業協同組合
代表者名：馬飼野　直樹

設立年月：1949年 10月
組合員数：308名

住　　所：�愛知県豊橋市西小田原町17番地
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中小企業トピックス

「２０２６年版　中小企業白書・小規模企業白書」概要
　2026 年版中小企業白書・小規模企業白書が、４月 24 日に閣議決定され、公表されました。

　中小企業・小規模事業者は持続的な賃上げ要求や深刻化する人手不足、デフレ・ゼロ金利環境からインフレ・

金利のある時代への移行といった厳しい状況に置かれています。2026 年版白書では、中小企業・小規模事業

者がこうした課題を乗り越え成長・発展を遂げるに当たって、経営者が、リスクを恐れず、成長や変化に挑戦

する経営に転換することにより、「稼ぐ力」を高め、「強い中小企業」へと成長することが重要と位置づけ、事

例を交えながら分析が行われています。

　以下、概要をご紹介します。全文は下記の中小企業庁ＨＰにてご覧いただけます。

　https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2026/PDF/2026gaiyou.pdf

第１部　令和７年度（2025 年度）の中小企業・小規模事業者の動向

　●�春季労使交渉において約 30 年ぶりの賃上げ水準が続き、最低賃金の引上げも進んでいる。日本経済の成

長にとって、中小企業の持続的な賃上げの実現は極めて重要であるが、大企業と比較して中小企業の賃上

げ余力は厳しいため、更なる賃上げ原資の確保が課題となる。

　●�また、2010 年代以降多くの業種において人手不足感は強まっている。一定の試算に基づけば、労働供給

制約社会の到来に伴い、中小企業の雇用者数は減少が見込まれることから、人手不足は更に深刻になるお

それがある。

第２部　「強い中小企業」に向けた「稼ぐ力」の強化

　●�こうした経営環境の転換期にある中で、現状維持は最大のリスクといえるだろう。短期的な損益を追うの

ではなく、長期的な視点で事業構造・組織構造を再構築していく「戦略」を持った経営に転換し、「稼ぐ力」

を高め、「強い中小企業」へと成長することが重要である。

　●�「稼ぐ力」とはすなわち、付加価値を生み出す力であり、労働供給制約社会の中で、労働投入量の減少が

見込まれる我が国においては、付加価値額を維持・増加させるために、労働投入量当たりのパフォーマン

スを示す「労働生産性」の向上が不可欠である。中小企業の労働生産性の状況を確認すると、一人当たり

労働時間は減少しつつも、付加価値額が増加していることから、時間当たり労働生産性は上昇傾向にあ

る。また、大企業と遜色ない労働生産性を誇る中小企業も存在している。

　●�労働生産性の更なる向上に向けては、価格転嫁の推進、成長投資による製品・商品・サービスの高付加価

値化、事業承継・M＆ Aによる事業再編をはじめとした「付加価値額の増加」と、ＡＩ活用・デジタル

化の促進による「労働投入量の最適化」に取り組むことが重要である。実際にこれらに取り組む企業

は、取り組んでいない企業と比較して、付加価値額増加や労働投入量最適化を実現していることが確認で

きた。
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中央会ニュースクリップ

愛知県中小企業青年中央会 第 49 回通常総会・青年部交流会を開催しました！

愛知県中小企業青年中央会の主な活動をご紹介します！

　６月 12 日、名古屋ガーデンパレスにて愛知県中小企業青年中央会の通常総会を開催し、令和８年度の事業
計画・収支予算の承認等を行いました。
　青年中央会は、今年度も各種事業を通して若手経営者や後継者を中心とする会員の経営資質の向上や業種を
越えた連携の強化、並びに来る創立 50 周年に向け、会員数の増強を目標に積極的に事業を推進してまいり
ます。
　また、同日、青年部交流会を開催し、中部経済産業局　産業部　中小企業課　組織係長の杉浦誠二氏を講師
にお招きして「令和８年度中小企業支援施策」をテーマにご講演いただきました。
　研修会終了後には懇親会を開催し、青年部員間の交流が活発に行われました。

【活性化支援事業】
　青年部活動活性化の促進を目的に、視察研修等のイベントを開催しています。
　今年度は、令和８年８月 26 日（水）に愛知県　経済産業局　中小企業部　部長　薮下裕晃様、中小企業金
融課　課長　丹羽智裕様をお招きし、意見交換会を実施予定です。

【福利厚生事業】
　会員相互の情報交換や親睦を図るためにイベントを開催しています。
　今年度は、令和８年８月 29 日（土）に、岡崎市の「男川やな」にて、「あゆのつかみ取り＆ＢＢＱ大会」を
実施予定です。

【青年部交流会事業】
　組合及び中小企業の経営に関する研修並びに中小企業の課題等に関してのセミナーを開催するなど、意見交
換を通じて組合等青年部間の交流を行います。

【教育情報提供事業】
　青年経営者等の資質向上を目的に、経営等に関する情報提供を行います。

【創立 50 周年記念事業委員会】
　来る創立 50 周年記念式典に向けて企画・準備を行います。

○加入要件について
【会員（年会費／ 20,000 円）】
  ・県中央会の会員組合等に設置されている青年部

【個人会員（年会費／ 10,000 円）】
  ・県中央会の会員に所属する後継者等（青年経営者を含む。）※原則満 55 歳以下
  ・本会の趣旨に賛同する者　※原則満 55 歳以下
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内田俊宏の経済トレンド
平
均
路
線
価
は
５
年
連
続
で
上
昇

　

国
税
庁
は
、
相
続
税
や
贈
与
税
の
算
定
基
準
と
な
る

２
０
２
６
年
の
路
線
価
を
発
表
し
、
全
国
の
平
均
上
昇
率
は

５
年
連
続
で
上
昇
し
た
。

　

路
線
価
は
、
主
要
道
路
に
面
し
た
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
の
土
地
の
価
格
で
、
今
年
１
月
１
日
時
点
で
全
国
の
調
査

地
点
約
31
万
地
点
の
路
線
価
か
ら
算
出
し
て
い
る
。
国
税
庁

に
よ
る
と
、
全
国
平
均
は
前
年
比
プ
ラ
ス
2.9
％
で
、
平
均
上

昇
率
は
２
０
１
０
年
以
降
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
東
京
都
が
プ
ラ
ス
9.4
％
と
最
も

高
く
、
沖
縄
県
や
大
阪
府
で
も
５
％
を
超
え
て
い
る
。
東
海

３
県
で
は
、
愛
知
県
が
プ
ラ
ス
2.2
％
と
東
京
や
大
阪
の
上
昇

率
を
下
回
り
、
前
年
の
プ
ラ
ス
2.8
％
か
ら
も
鈍
化
し
た
が
、

５
年
連
続
で
上
昇
し
た
。
三
重
県
は
プ
ラ
ス
0.3
％
と
３
年
連

続
で
上
昇
し
た
が
、
伸
び
率
は
前
年
の
0.4
％
か
ら
小
幅
に
縮

小
し
た
。
一
方
、
岐
阜
県
で
は
、
平
均
で
前
年
比
０
％
と
横

ば
い
だ
っ
た
が
、
前
年
の
マ
イ
ナ
ス
0.1
％
か
ら
18
年
ぶ
り
に

横
ば
い
に
転
じ
て
い
る
。

東
海
３
県
の
最
高
路
線
価
は
名
駅
前

　

東
海
３
県
の
最
高
路
線
価
は
、
22
年
連
続
で
名
駅
前
と

な
っ
た
。
路
線
価
は
１
平
米
あ
た
り
１
，３
０
４
万
円
と
東

海
３
県
で
最
高
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
41
年
連
続
で
国
内
最

高
路
線
価
の
東
京
・
銀
座
「
鳩
居
堂
」
前
の
５
，３
３
６
万

円
と
比
べ
る
と
１
／
４
程
度
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。　
　
　

　

ま
た
、
前
年
比
の
上
昇
率
で
み
る
と
、
名
駅
前
は
プ
ラ
ス

1.2
％
と
、
名
古
屋
・
栄
の
プ
ラ
ス
3.4
％
の
伸
び
を
下
回
っ
て

い
る
。
背
景
に
は
、
名
古
屋
鉄
道
に
よ
る
名
駅
前
再
開
発
計

画
が
と
ん
挫
し
た
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
計
画
に
関
し
、
静
岡
県

知
事
が
静
岡
工
区
の
着
工
容
認
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
名
古

屋
︱
品
川
間
の
開
業
は
最
短
で
２
０
３
６
年
以
降
と
な
っ

た
。
リ
ニ
ア
開
業
年
次
が
想
定
で
き
る
こ
と
で
、
名
駅
前
や

金
山
駅
周
辺
の
ほ
か
、
リ
ニ
ア
岐
阜
県
駅
周
辺
の
再
開
発
計

画
や
ま
ち
づ
く
り
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

名
古
屋
・
栄
の
路
線
価
が
上
昇
傾
向

　

名
駅
前
の
再
開
発
計
画
が
見
直
さ
れ
る
中
、
名
古
屋
・
栄

で
は
、「
ザ
・
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
名
古
屋
栄
」
内
に
、
商
業
施

設
「
Ｈ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
（
ハ
エ
ラ
）」
が
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

地
下
鉄
の
栄
駅
直
結
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
モ
ー
ル
で
、
栄
の

再
開
発
の
進
捗
を
背
景
に
、
今
年
１
月
１
日
時
点
で
の
路
線

価
は
１
平
米
あ
た
り
931
万
円
と
前
年
よ
り
3.4
％
上
昇
し
、
伸

び
率
で
は
名
駅
前
を
上
回
る
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
し
い
商
業
施
設
の
開
業
に
よ
り
、
名
駅
前
か
ら
栄
へ
の

新
た
な
人
の
流
れ
も
期
待
さ
れ
る
。
Ｈ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
フ
ロ
ア

毎
に
異
な
る
雰
囲
気
の
ア
ー
ト
作
品
が
展
示
さ
れ
、
従
来
の

名
古
屋
の
商
業
施
設
に
は
な
か
っ
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
空
間

を
演
出
し
て
い
る
。
緑
地
公
園
の
「H

isaya-odori Park

（
久
屋
大
通
公
園
）」
と
一
体
と
な
っ
た
開
放
感
あ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。
周
辺
エ
リ
ア
に
は
、
高

級
ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
開

業
し
て
お
り
、
訪
日
外
国
人
な
ど
国
内
外
の
富

裕
層
の
取
り
込
み
に
向
け
た
環
境
整
備
が
進
ん

で
い
る
。

都
心
ア
ク
セ
ス
と
訪
日
客
取
り
込
み
が

カ
ギ

　

名
古
屋
市
郊
外
の
路
線
価
は
、
名
古
屋
都
心

部
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
高
さ
が
カ
ギ
と
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

な
っ
て
い
る
尾
張
一
宮
駅
周
辺
で
プ
ラ
ス
10
％

と
な
っ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
北
口
も
プ
ラ
ス

8.5
％
と
高
い
伸
び
と
な
っ
た
。
岐
阜
県
で
も
、

名
古
屋
へ
の
通
勤
に
便
利
な
多
治
見
や
大
垣
で

４
％
台
前
半
の
上
昇
率
と
な
っ
て
い
る
。
三
重

県
で
は
、
近
鉄
四
日
市
駅
周
辺
で
8.1
％
上
昇
し

た
ほ
か
、
桑
名
駅
前
で
4.8
％
の
伸
び
と
な
る
な

ど
名
古
屋
へ
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
の
高
い
エ
リ

ア
の
地
価
上
昇
が
続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
集
客
力
が
高
い
岐

阜
県
高
山
市
で
は
、
古
い
街
並
み
の
あ
る
上
三

之
町
（
か
み
さ
ん
の
ま
ち
）
で
前
年
比
プ
ラ
ス

23.5
％
と
東
海
３
県
で
最
も
高
い
上
昇
率
と
な
っ

た
。
日
本
人
観
光
客
を
中
心
に
集
客
す
る
伊
勢

お
か
げ
横
丁
近
く
も
４
％
近
く
上
昇
し
て
い

る
。
全
国
的
に
も
、
長
野
県
白
馬
村
が
プ
ラ
ス

32.7
％
、
野
沢
温
泉
村
が
同
31.3
％
、
北
海
道
富
良

野
市
が
同
28
％
と
、
国
内
外
で
知
名
度
が
高
い

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
路
線
価
が
高
い
上
昇
率
と

な
っ
て
い
る
。

　

東
海
３
県
で
も
富
裕
層
を
中
心
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
一
定
の
取
り
込
み
は
不
可
欠
で
あ
り
、

今
年
９
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
・
ア
ジ
ア
大
会
は
、
愛
知
・
名
古

屋
を
観
光
都
市
と
し
て
売
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
と

な
る
。
ア
ジ
ア
各
国
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
は
購
買

行
動
に
影
響
を
与
え
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
も

多
く
、
ア
ジ
ア
市
場
を
取
り
込
む
た
め
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券入社。93 年東海総合研究所（現三菱UFJ リサーチ＆コンサルティン
グ（株））研究員。02年 4月 UFJ 総合研究所主任研究員。02年 4月名古屋大学経済学部附属国際経済動態研究センター客員研究員。06年１月三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング（株）調査部シ
ニアエコノミスト。15年4月（株）十六総合研究所客員研究員（現任）。15年4月中京大学経済学部客員教授（現任）、19年4月学校法人梅村学園常任理事（現任）、21年5月（株）壱番屋（COCO壱番）
社外取締役（現任）。ニュース番組などのコメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。
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景況天気図

愛知県の景況の推移（前年同月比）

全国の景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
①紙・紙加工品（紙器・段ボール）：中東情勢の影響が業績を
圧迫している。ナフサ由来の製品が毎月値上げされ、価格交渉
の余地がない。製品単価については徐々にではあるが認められ、
少しではあるが経営のプラス材料となっている。
②鉄構・金属（金型）：金型業界は型種や事業所により温度差は
あるが、総じてこの１年半の厳しい氷河期を乗り越え、ようや
く関発案件の増加により受注量が増加してきている。
③一般機器（めっき）：自動車は中東向けの減産が続いており、
生産が非常に不安定であり、売上が減少している組合員が多く
なってきている。

【非製造業】
①卸売業（各種卸売）：状況はホルムズ海峡の不安定要素が資材
の高騰を生み、さらに品不足と設備投資の様子見の状況が続い
ており、見通しの極めて悪い状況が続いている。
②サービス業（飲食店）：物価高による節約志向から、お客の利
用頻度は減って特に居酒屋業界は苦戦が続いています。 仕入れ
価格、光熱費、人件費等の高騰、さらにナフサ不足の影響も出
てきています。
③建設業（舗装工事）：公共、民間共に工事発注が少なく、受注
が大幅に減少している。イラン情勢は渾沌としていて、状況が
全くつかめない。

【製造業】
①紙・紙加工品（岐阜県・紙加工品）：ナフサショックが今後ど
の様な悪影響を及ぼすかが未知数のため、年間計画の見直しが
必要となっている。政府が発表している「ナフサの総量は足り
ている」との情報も実際の現場サイドの状況と乖離している。
②鉄構・金属（大分県・鉄鋼）：半導体関連産業を中心に業況は
好転していると感じられる。中東問題によるオイル、シンナー
不足や工場消耗品の大幅な値上げが続いており、製造経費の削
減が課題である。
③一般機器（京都府・一般機械器具）：受注量は緩やかな改善傾
向が見られ、特に半導体関連や一部設備投資関連においては徐々
に引き合いが戻りつつあるようで、地域全体として景況感は底
打ちから回復局面へ向かう兆しも見られる。

【非製造業】
①卸売業（東京都・玩具）：複数のヒット商品や準ヒット商品に
恵まれ、近年にないほど好調である。購入者層がキダルトやイ
ンバウンドへと広がっていることもあり、キャラクター商品・
定番商品ともに動きが良い。
②サービス業（神奈川県・自動車整備）：保険会社との団体協約
の締結によって、工賃単価が昨年と比べて４％前後上昇したの
で、業界の景気は好転しているように感じる。ただし、入庫量
は昨年対比で下降気味である。
③建設業（青森県・管工事）：水道工事関係資材全般において、
価格高騰と入手困難な状況が続いている。その影響により、ハ
ウスメーカーでは新規の戸建住宅契約時に契約価格や工期設定
が出来ない状況となっている。

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10＜DI＜＋10

やや悪化
−30＜DI≦−10

悪　化
DI≦−30

この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の景
況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2026 年 5 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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（
１
）
法
人
の
役
員
の
被
保
険
者
資
格
の
取
扱
い

適用事業所に常態的に使用されている者は、健康保険等の被保険者となることが原則であるところ、法人の役員についても、当該
法人から労務の対償として報酬を受けている者は、当該法人に使用される者として被保険者の資格を取得させることとしている。
また、法人の役員の被保険者資格を判断するに当たっては  ①その業務が実態において法人の経営に対する参画を内容とする経
常的な労務の提供であるか  ②その報酬が当該業務の対価として当該法人より経常的に支払いを受けるものであるかを基準とし
実態を踏まえ総合的に判断する。加えて上記 ① 及び ② の基準に関しては最終的に個別具体的な実態を勘案して適用の有無を判
断しつつ、基本的に以下のいずれかに該当する場合は健康保険等の適用はないと判断することとしている。

①その業務が経営参画を内容とする経常的な労務の提供に
該当しないと考えられるもの

②その報酬が業務の対価としての経常的な支払いに該当し
ないと考えられるもの

 ・当該法人の役員会等に出席しているが、当該法人の役員へ
の連絡調整や職員に対する指揮監督に従事していない場合 
 ・当該法人において求めに応じて意見を述べる立場にとどまっ
ている場合

 ・役員会等への出席について支払われる報酬等
 ・旅費など実費弁償的な支払い・退職手当（※）
（�※）退職手当は、毎月の給与や賞与に上乗せして前払いされ
る場合には報酬等に該当

（
２
）
法
人
の
役
員
で
あ
る
個
人
事
業
主
等
に
係
る
被
保
険
者
資
格
の
取
扱
い

法人の役員である個人事業主等に係る被保険者資格の確認に当たって上記（１）に加えて、次の実態を総合的に判断した上で、
適用の有無を判断する。なお法人に使用されている実態がない者については健康保険等の被保険者資格を有さず、事実と異なる
資格取得の届出は健康保険法及び厚生年金保険法の規定に反するため、法人の役員である個人事業主等について法人に使用され
ている実態がないことが確認された場合は当該個人事業主等の資格喪失の届出を提出させ、その被保険者資格を喪失させること。

① 役員としての報酬が業務の対価としての経常的な支払いとは認められない場合
個人事業主等が法人の役員として当該法人に使用される者に当たると認められるには役員としての報酬が業務の対価として経常
的に支払いを受けるものであることが必要であるが、個人事業主等が法人に対して役員としての報酬を上回る額の会費等を支
払っている場合は、実質的に業務の対価に見合った報酬を受けているものとは言えず、原則として業務の対価としての経常的な
支払いがあるものとは認められない。なお個人事業主等から当該法人の関連法人等へ会費等を支払わせている場合であってもそ
の関連法人への会費等の支払が当該法人の役員となる上での実質的な条件となっている等その会費等の支払いが当該法人の役員
となる上での実質的な条件となっており、当該法人とその関連法人の間で単に資金を移動させているにすぎないことが想定され
るなど実質的にこれらを同一の法人として取り扱うべきと認められる場合は、「法人に使用される者」とは認められず被保険者
資格を有さないこととなることに留意。

② 役員としての業務が法人の経営に対する参画を内容とする経常的な労務の提供と認められない場合
役員としての業務の実態が以下のいずれかに該当するものである場合は、原則として当該業務が法人の経営に対する参画を内容
とする経常的な労務の提供に当たるものとは認められない。実際の被保険者資格の確認は、個別具体的な実態を勘案してその適
用の有無を判断すること。
 ・知識向上のためのアンケートへの回答や勉強会への参加等、その業務の実態が単なる自己研さんに過ぎないもの
 ・単なる活動報告や情報共有等、役員としての具体的な指揮監督や権限の行使に当たらず、それ自体が直接的に法人の経営に参
画しているとは認められないもの
 ・当該法人の事業の紹介等についての単なる協力やお願いにとどまっており労務を提供する義務を負っているとは認められない
もの
また、役員としての業務が法人の経営に対する参画を内容とする経常的な労務の提供に当たるか否かを判断するに当たっては、
例えば、以下の事実を踏まえ総合的に判断すること。
 ・指揮命令権を有する職員の有無（具体的な業務について指揮監督する従業 員や他の役員がいるか）
 ・決裁権を有する所管業務の有無（担当する業務について決裁権があるか）
 ・役員間の取りまとめや、代表者への報告業務の有無（役員会等に出席し、役員への連絡調整などを
行っているか）
 ・定期的な会議への出席頻度、それ以外の業務の有無と出勤頻度（会議に参加し求めに応じて意見を
述べるにとどまっていないか、会議に参加する以外の業務は他にあるか、その業務のためにどのくらい出勤しているか）

● 愛知県の最低賃金（1,140 円）
● 令和８年４月度　有効求人倍率 1.19（全国：1.18）
	 　　    （厚生労働省 R8.5.29 発表　就業地別）

Profile

1964 年生まれ。（有）エーアイ　取締役社長、特定社会保険労務士　キャリアコンサルタント　両立支援コーディネーター　大手自動車部品
メーカーに入社、その後会計事務所を経て、独立。得意のＩＴスキルを活かし、ＷＥＢデーターベース、アプリ開発、人事コンサルティン
グを行うとともに、独）中小機企業盤整備機構でアドバイザーとして活動を行う。６次産業先導士、一般社団法人　日本あいさつ検定協会　
代表理事、主な著書　あいさつをデザインする「新あいさつ運動活用マニュアル」　現在では「人手不足」「賃上げ」「働きがい改革」をテー
マにした支援に取り組んでいます。愛知県農業経営・就農サポート推進事業専門家

　　　　　　　　　　　   おやまだ　 まさよし
社会保険労務士　小山田　政義

社会保険労務
士

小山田政義の
「法人の役員の社会保険適用」について「法人の役員の社会保険適用」について

特集「法人の役員の社会保険適用」について

●厚労省（保保発 0318 第１号）法人の役員である個人事業主等に係る被保険者資格の取扱いについて（一部抜粋、修正）

詳細は厚労省サイトへ
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　愛知県中央会では、「中小企業共済推進キャンペーン 2026」を下記のとおり実施致します。
組合事業の一助として、福利厚生の充実と、収入増加を図るため企画させていただきました。
是非、この機会をご利用いただき、より一層、中小企業共済推進にご協力下さいますよう、お
願い申し上げます。

≪ 対象期間　2026 年４月１日 ～ 2027 年３月末日まで ≫
【 内 容 】
　◇ 新規代理所契約キャンペーン
　　『代理所制度にご協力頂ける組合様を募集しています！』
　　  ご契約いただいた代理所組合様に謝礼として
　　 － ギフトカード 500 円×４枚（ 2,000 円分）を進呈 －
　◇ ご成約キャンペーン
　　 『組合員様のご成約口数に応じてギフトカード※進呈！』
　　  ☆訪問可能な組合員様をご紹介ください。
　　  ☆ご紹介いただいた組合員様にご成約いただいた場合、
　　 － ご成約口数に応じてギフトカード又は図書カード 500 円分を進呈 －
 
　　  ★生命傷害共済２枚、経営者医療共済２枚、傷害共済・がん総合共済・
　　　  がん医療共済１枚、その他の共済２口で１枚

　 ※ 上記賞品は１代理所につき 500 円× 50 枚分までとさせていただきます。
　 ※ 累計金額により 1000 円単位：ギフトカード、500 円単位：図書カードでお渡しします。
　 ※ 2027 年３月 31 日までにご成約いただいたご契約が対象です。

　◇ 総会・役員会・研修会等でのＰＲ協力
　　①全組合員へのパンフレットの配付
　　②共済制度の説明機会の設定（中小企業共済の職員がご説明に伺います）
　　　謝礼として以下を進呈いたします。※１組合につき①②各１回まで
　　　　①の場合ギフトカード 500 円×２枚（1,000 円分）
　　　　②の場合ギフトカード 500 円×４枚（2,000 円分）
　　　　※①は②での配付を除く。
   
　◇ 優績代理所及び新規代理所へ　商品券１万円分　進呈

　　◎ �本年度（４月期から３月期）において、純増口数（新規加入口数−解約口数）を対象として、
　　　 商品券１万円分プレゼント！
　　　 ★ 純増口数 10 口以上
　　　 ★ 新規契約代理所は、５口以上

　　☆お申込みについては愛知県中央会までお問い合わせください。

　　　［問い合わせ先］　愛知県中小企業団体中央会 総務部 
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ 052 − 485 − 6811　ＦＡＸ 052 − 485 − 9199

愛知県中小企業団体中央会

インフォメーション

中小企業共済  推進キャンペーン 2026

会報誌等、全組合員宛の郵便物へ
の同封も対象です。

生命傷害共済
強化年度 !!

保有口数が多いほど代理所手数料率が高くな
ります！  脱退者が出たら更なる募集を！！

Che
ck!

Che
ck!
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インフォメーション

おしらせ
人形見本市が開催されました！
（中部人形節句品工業協同組合）

　６月２日～３日の２日間、名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）において、「人
形見本市」が開催されました。
　本展示会は、「美しい日本文化を見つめなおそう」をテーマに、洗練された色とりど
りの美しいひな人形が展示されました。伝統工芸士の繊細な手仕事で作られたひな人形
は、細部までこだわり抜かれた着物の織りや、生き生きとした気品ある表情で来場者を
魅了しました。
　また、同会場では「中部人形節句品コンクール」も開催され、「光と影」をテーマに、
ライトアップを取り入れた作品や、「友禅黒紋付」などの他の伝統工芸品とコラボレーションした作品など、アイデ
アが光る作品が多数出展され、注目を集めました。

全国テント技能競技大会・膜市幕座 2026 が開催されました！
（愛知県テント・シート工業組合）

　６月５日、ウインクあいち展示場において、第２回全国テント技能競技大会が開催さ
れました。この大会は、技術を競うだけでなくそれぞれの想いや発想を持ち寄り、ひと
つにつなげていく場でもあります。会場全体が心地よい緊張感と熱気に包まれ、時間制
限のある中、職人たちによる正確なカッティング、美しくタフな縫製技術が次々と披露
され、来場者の目を惹きつけました。完成した作品は、いずれも独自の工夫が凝らされ、
甲乙つけがたい高いクオリティを誇り審査員を大いに悩ませました。
　また、同会場では「膜市幕座 2026」も同時開催され、最新のテント生地、高機能な
膜資材、施工を効率化する最新ツールなどの展示が行われ、多くの来場者で賑わいまし
た。

あいちレディース中央会　通常総会を開催しました！
　６月 17 日、ザ・サイプレスメルキュールホテル名古屋にてあいちレディース中央会
の通常総会が行われ、会員等 23 名が出席しました。本総会において名称を「あいち女
性中央会」から「あいちレディース中央会」へと変更しました。
　本会は、愛知県内の中小企業に携わる女性 30 名で構成され、中小企業経営に関する
研鑽、情報交換及び交流を通して女性の経営意識を高め、中小企業の振興・発展に貢
献するため、各種研修会や交流事業を行っています。
　令和８年度は、会員相互の連携強化や自己研鑽による資質の向上、情報の共有化に
加え、愛知県中小企業団体中央会や愛知県中小企業青年中央会等の関連団体や行政庁との連携・交流を図っていく予
定です。

ROBOT TECHNOLOGY JAPAN 2026 が開催されました！
（愛知県機械工具商業協同組合）

　６月 11 日～ 13 日の３日間、Aichi Sky Expo（愛知県国際展示場）において、中部地
区最大級の産業用ロボット・自動化技術の専門展示会「ROBOT TECHNOLOGY JAPAN 
2026」が開催されました。
　第３回目となる今回は「好奇心って、引力だ。」をテーマに、「出展者と来場者が引力
のように引き寄せられる」というコンセプトのもとで企画されました。
　会場では、人手不足の解消や生産性向上、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
の推進が急務となる中、現場の課題解決に向けた最先端の産業用ロボットや物流・自動化機器などが多数展示され、
活発なデモンストレーションが行われました。
　272 社が出展し、過去２大会を上回る規模となった今大会は、多くの来場者が訪れ、大盛況のうちに幕を閉じま
した。



名古屋支店・熱田支店　〒460-0003 名古屋市中区錦3-23-18 TEL 052-951-7581
豊　　橋　　支　　店　〒440-0897 豊橋市松葉町3-71-2 TEL 0532-52-0221

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：情報調査部　TEL : 052－485－6811

愛知県中古自動車販売商工組合
理事長　加藤　勇東

電話（０５６７）５５－２２２１（代）
FAX（０５６７）５５－２８８２

安心な中古車選びは JU 愛知加盟店がお手伝いします

〒490－1443　海部郡飛島村大字新政成字戌之切 932－1
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